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第11回 みんなで考えよう准看護師制度

今回のテーマ「いきいきと働く准看護師」

事務局からのお知らせ

▼２人の新人准看護師に聞きました「資格取得までの苦悩と今後の展望」

日本准看護師連絡協議会に関するアンケート調査についての報告

私が一番大変だと思った事は、仕事・育児・
家事・勉強の両立であり、どれも手を抜く事
は出来ませんでした。子供は受験生だったの
で、一緒に夜中まで勉強をし励まし合ったり
しました。私が務めている病院では、同じよ
うに育児をしていたり、同じ看護学校に通っ
ていた先輩方に相談する事が出来たので、不
安を乗り切る事が出来ました。辛い事もあり
ましたが、病院で働きながら看護学校へ２年
間通い、夢であった准看護資格が取得できた
のも先生・先輩方・家族のお陰だと感謝して
います。
4月から、准看護師として働いています。先
輩がして下さったように、悩んでいる時は寄
り添った看護が行えるよう、今後も学び続け
患者さんのために頑張りたいと思います。

渡会薫子さん（平川病院勤務・准看護師）

私が資格を取得したのは20年前になります。先
日あるスタッフから「患者の害にならない看護師
でいたい」という言葉を聞きました。なんとなくそ
の言葉が引っ掛かり、看護とは何か考えていた
時ナイチンゲールを思いだしました。看護覚え
書きに書かれている看護師の基本的な姿勢が

妙に新鮮で、何かに迷った時にはヒントがもら
える書籍であることを改めて実感しました。
1冊とは限らず何冊でも心の拠り所になる書籍
を見つけておくことをお勧めしたいと思います。
今後の皆様のご活躍を期待しております。

准看護師になって15年、専門看護師や特定行
為研修等を考えるようになり看護師を目指す
ことにしました。2年間の学生生活は久しぶ
りで、あっと言う間に過ぎ去り、働きながら
学ぶ通信制は想像以上に過酷で自分との戦い
でした。病院実習や学校での授業は休みを利
用し、紙上演習の提出や学内テスト、国試対

策に追われる毎日で計画的に物事を進行して
いかないと時間は足りない。気付いたら20時
間位机に向かっていることもありました。
看護師となった今、知識や技術のレベルアッ
プのために日々努力を重ね、自分にできるこ
とを考えながら歩みを止めずステップアップ
をしていきたいと思っています。
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私が、一番大変だったことは時間の使い方で
した。授業は午後が多いため、午前中は仕事
をし、学校の無い日は1日仕事をする生活
だったので、思うように勉強をする時間が取
れないこともありました。しかし、勤務先や
家族の理解と協力のお陰で准看護師試験に合
格することができ、改めて自分一人の力では
決して成し得なかったと痛感しています。
医療現場では、患者さんとの信頼関係が大切
であると感じています。お互いの信頼関係が
ないと、患者さんの小さな変化や言葉になら
ない不安や不満に気づくことができないと、
普段の勤務や臨床実習を通して強く感じたか
らです。
将来は、患者さんとしっかりとした信頼関係
を築ける看護師を目指したいと思います。

中村和也さん（平川病院勤務・准看護師）

1.研修事業の中止
当年度開催予定の研修会
と第5回講演会は、新型コ
ロナウイルス感染症の影響
を 鑑 み 、 す べ て の 開
催を中止と致しました。
なお、同内容・同場所で来
年度開催を予定しており、
日程等決まり次第当会
ホームページでご案内致
します。ご理解のほどよろ
しくお願いいたします。

★保険等の相談窓口開設
ご加入中の保険の補償内容
や、老後の資金、将来に向
けた貯蓄など、気になってい
ることを専門家にオンライン
で相談できる窓口を開設しま
した。ライフスタイルに合わせ
た的確なアドバ
イスを受けること
ができます。
右記QRコードを
読みとり ⇒

★JPNCショップ開設
新しい生活様式として、
ECサイトの利用が急増し
ています。当会も、会員
に安心して利用頂ける
ネットショップを開設しま
した。是非、ご利用くださ
い。

右記QRコード
を読みとり

⇒

▼ベテラン准看護師に聞きました「ステップアップの理由と今後の展望」

稲葉 清さん（神奈川病院認知症治療病棟勤務・看護師）

▼准看護師に聞きました「お仕事の魅力とやりがい」

北條文夫さん（吉祥寺勤務・准看護師）

令和元年11月に、都道府県郡市区医師会並びに日本精神病院協会の会員病院を対象に、
准看協に関するアンケート調査が行われました。
1．対 象：都道府県郡市区医師会 937施設・日本精神科病院協会の会員病院1,195施設
2.期 間：令和元年11月14日～令和元年12月5日
3．方 法：各団体が対象者にFAX配信を行い、回収・集計は准看協が行う
4．内 容：1）准看協の認知度 2）准看護師に関すること 3）准看護師制度への意見や要望
5.回答率：都道府県郡市区医師会 48.9％ 日本精神科病院協会 39.6％

6.結 果
図1のとおり、准看協の認知度は各団体の差
は大きいが、准看協の事業への賛同は８割を
超えており、准看協の今後の活動も約９割の
支持があることがわかった。しかし、加入率は
低く、その理由として「准看協が認知されてい
ない」、「加入メリットを感じない」、「加入対象
が少ない。加入は個人であるべきなので本人
の意思に任せている」という意見があった。

准看護師の卒後教育の重要性については、
ともに高いことがわかった。そのほか、准看護
師制度についての意見や要望では「准看護
師は、地域医療での貢献度が高く、小規模
医療機関では必須なスタッフである」、「働き
ながら資格取得ができるため、准看護師制度
に賛成」、「取得後は看護師を目指すための
支援拡充を要望する」などの意見が多かった。

図１ ※調査報告書の全内容は、准看協会員専用ページでご覧ください。
報告者：笠嶋晴子理事




